
令和４年度第２回北見方面紋別警察署協議会議事概要

１ 開催日時

令和４年10月25日（火）午後３時00分から午後４時30分までの間

２ 開催場所

⑴ 巡視船「そらち」船内

⑵ 北見方面紋別警察署２階大会議室

３ 出席者

⑴ 協議会委員 ６人（定員７人）

会 長 関 原 功 三

委 員 井 上 秀 幸

委 員 田 中 誠

委 員 鎌 田 真智子

委 員 桒 原 務 緒

委 員 桜 木 恵

⑵ 警 察 署 ８人

署 長 髙 畠 敏 之

副 署 長 藤 井 貴 雄

会 計 課 長 河 原 慎 二

地 域 課 長 吉 田 昌 光

刑 生 課 長 田 口 章 文

警 備 課 長 瀬 戸 貴 博

交 通 課 長 川 嶋 久 佳

警 務 課 長 小 山 克 行

⑶ 北見方面公安委員会（オブザーバー）１人

委 員 成 田 樹

４ 会長挨拶

先ほどは巡視船内見学という貴重な機会をいただき、紋別警察署と紋別海上保

安部の連携について改めて確認し、心強く感じた。今後も海難事故の絶無に向け

て関係機関と協力していきたい。



５ 署長挨拶

本日は紋別海上保安部の全面的な協力のもと、巡視船の見学と質疑応答という

ことで、皆様方と一緒に勉強できたことは、有意義な時間を共有できたと感じて

おります。引き続き、関係機関団体と連携を密にして、署員一同、犯罪や事故の

ない安心して暮らせるまちづくりに尽力していきたい。

６ 巡視船「そらち」船内見学、質疑応答

本見学は、前回の協議会において、海難事故発生時の海上保安部と警察の連携

や現況を知りたいという委員の要望を受けて実施したものである。

まず、担当職員（船長）から、

「海上保安部の任務 「巡視船の概要 「積載装備 「搭載艇」等」、 」、 」、

について説明を受け、引き続き甲板、操舵室等船内を見学、さらに海難事故発生

時の対応、関係機関との連携について質疑応答を実施した。

７ 諮問事項

⑴ 最近の犯罪発生状況について

委 員～ 管内における最近の特殊詐欺の発生状況を教えてほしい。

署説明～ 管内でも今年に入ってから還付金詐欺、架空料金請求詐欺の被害

や未遂を認知しています。５月中旬以降の認知では、ほとんどが架

空料金請求詐欺で、サービス利用料名目、賞品当選に係る手数料名

目、国税庁かたりの未払い税金支払い名目といったものがありまし

た。８月中旬からは、有料サイト利用料名目の架空料金請求詐欺の

既遂、未遂を含めた発生を約１ヶ月の間に４件認知しました。

中には、被害者がコンビニに電子マネーを買いに行った際、不審

に思った店員の機転により電子マネーの購入を阻止して警察に通

報、被害を未然に防ぐことができた事案もありました。

、 。この件は コンビニ店員に紋別署長から感謝状を贈呈しています

。少しでも不審に思ったら、警察に相談してほしいと思います

⑵ 最近の交通事故発生状況について

委 員～ 道内では、年々、交通事故死者数は減少傾向にあるが、紋別警察

署管内でも同様に減少しているのか。

署説明～ 過去10年間を見ると、平成27年に３人の方がお亡くなりになり、

その後３年連続で減少、平成30年は死者数ゼロになりました。

その後は増加に転じ、毎年１人または２人がお亡くなりになって

います。人身事故自体は、10年前の約四分の一程度まで減少してお

り、今後も関係機関の皆様方との連携を密にして、交通事故を発生

させないよう各種取組を推進してまいります。



⑶ ４月以降の紋別警察署のできごと

委 員～ 警察署の活動は、新聞、テレビで目にすることが多いが、それ以

外の活動についても、ホームページで紹介されており、私達もよく

見ている。一生懸命に取り組んでいただいており、今後も引き続き

パトロールなどお願いしたい。

署説明～ ホームページに掲載しているのは一部であり、警察署では各課単

位あるいは全署体制で各種対策を実施しています。さらに隣接警察

署と合同による広報啓発活動等創意工夫しているところであります

が、依然として高齢者被害に係る特殊詐欺の発生や交通死亡事故が

発生しており、まだまだ足りないと感じています。

今後も皆様方との連携を強化、ご協力により各種対策を講じてい

きたいと考えております。

⑷ その他要望・意見

なし

８ 次回の開催予定

令和４年12月頃に開催予定

９ 懲戒処分等報告

10 北見方面公安委員会成田委員講評


